
 

令和８年 10 月 20 日 

県 土 整 備 部 

 

報 道 関 係 者  各位 

 

アンダーパス等における予防的な事前通行規制の導入について 

 

 千葉県やいわき市での大雨による冠水事故を踏まえ、10 月６日に国土交通省から示

された「アンダーパスにおける冠水事故防止に向けたガイドライン」の発出を受け、

県が管理する２箇所のアンダーパスにおいて予防的な事前通行規制を導入し、アンダ

ーパス等における冠水事故の未然防止に取り組みます。 

 

 １ 規制箇所 

県が管理する冠水危険箇所（全 22 箇所）のうち、過去５年において、人的・ 

物的被害がある箇所および冠水履歴がある幹線道路に該当する２箇所 

 

      ○ 一般県道曲川新庄線 『桧
ひのき

町
ちょう

アンダー』 新庄市十日町
と お か ま ち

地内 

      ○ 国道３４４号     『宮町
みやまち

アンダー』  真室川町糸
いと

出
で

地内 

 

 ２ 規制基準 

    『桧町アンダー』は以下の①又は②のいずれかに該当する場合 

      ① 「レベル４大雨（氾濫）危険警報」が発表された場合 

      ② 時間雨量が 50mm に達した場合（予測される場合を含む） 

『宮町アンダー』は以下の①かつ②に該当する場合 

      ① 「レベル４大雨（氾濫）危険警報」が発表された場合 

      ② 時間雨量が 30mm に達した場合（予測される場合を含む） 

   なお、上記によらず、道路管理者または警察が、冠水の可能性があると判断した場合 

 

 ３ 今後の対応 

（１） 県のホームページやＳＮＳ等を通じて、県民に周知するとともに、 

道路情報板への表示及び注意喚起看板の設置を行います。 

（２） 「アンダーパスにおける冠水事故防止に向けたガイドライン」に基づき、 

車両進入防止対策の強化や排水機能の確保等について取り組みます。 

 

【問合せ先】 

山形県県土整備部道路保全課 課長 森 康久 

電話：023-630-2610 FAX：023-630-2603 

広報監 県土整備部次長 牧野 義幸 
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